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桜
の
名
所
と
言
え
ぱ
、
醤
さ
ん

４

　

は
ど
こ
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ

「′ん反
う
か
？

乗
り
換
え
葉
内
検
索
大

　
　　ｓ

　

手
「ジ
ョ
ル
ダ
ン
」
の
「お
花
見

　　１

人
出
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る
と
、

２

　

最
も
人
数
を
集
め
て
い
る
の
は
上

都
野
恩
賜
公
園
（約
４
０
０
万
人
）

蜘
で

２
位
が
糟

御
苑
的
１
９

京

　

２
万
人
）
、
３
位
が
神
奈
川
県
立

東

　

三
ツ
池
公
園
（的
総
万
人
）で
す
。

売読

４
位
は
井
の
頭
恩
賜
公
園
（約
６６

日

　

万
人
）
で
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
の

０７

華
蔵
寺
公
園
（的
総
万
人
〕、端
国

明
神
社
（的
団
万
人
）と
続
き
、
上
位

卸
を
関
東
が
独
占
し
て
い
ま
す
。

２４

　

－方
、
小
金
井
公
園
は
、
同
社

ｏ

　

の
東
京
都
内
の
お
花
見
人
気
ラ
ン

Ｚ人；；章三ね‐こキた山桜

桜並木の山桜。切り株となっ
た木も目立つ（小金井市で）

キ
ン
グ
で
１８
位
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、
上
位
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

掲
「お
花
見
人
出
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
は
ラ
ン
ク
外
で
す
。
小
金
井
桜

は
江
戸
後
期
に
「名
所
」と
な
り
、

大
正
１３
年

ハ１
９
２
４
年
）
に
は

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
吉
野
の

桜
に
匹
敵
す
る
庚
園
一の
桜
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
が
全

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
こ

こ
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
つ
だ
の

で
し
ょ
う
か
？

そ
の
要
因
は
生
膏
環
境
の
悪
化

に
あ
る
よ
う
で
す
。
小
金
井
桜
は

昭
和
期
半
ば
か
ら
桜
樹
が
衰
え
、

本
数
も
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
、
小
金
井
市
、
小
平
市
、
武

蔵
野
市
、
西
東
寮
市
の
市
民
と
行

政
が
「名
勝

　

小
金
井
桜
」
の
復

活
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。今
後
が
楽
し
み
で
す
。

先
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
１
位

と
４
位
に
「恩
賜
公
園
」
が
あ
り

ま
す
。
「恩
賜
」
と
あ
る
の
は
元

々
宮
内
省
の
御
料
地
だ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
新
宿
御
苑
も

ま
た
宮
内
省
の
御
料
地
、
皇
室
庭

園
で
し
た
。
日
本
独
自
の
文
化
的

欄
響
で
あ
る
「花
見
」
が
、
い
か

に
近
代
日
本
の
始
ま
り
と
し
て
の

「東
寮
」
の
公
権
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
た
の
か
、
群
桜
の
見

物
を
可
能
に
す
る
公
園
が
、
い
か

に
計
画
的
に
作
ら
れ
、
多
く
の
人

々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
の
か
、
そ

し
て
、
い
か
に
国
と
都
が
主
導
し

て
生
膏
環
境
に
気
を
配
り
、
予
算

を
か
け
て
き
た
の
か
が
想
像
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

桜
の
種
類
も
人
気
に
関
係
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
東
京

の
桜
は
成
長
の
早
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
中
心
で
す
が
、
小
金
井
の
桜

は
、
正
岡
子
規
が
「玉
川
の
流
れ

を
引
け
る
小
金
井
の
桜
の
花
は
葉

な
が
ら
咲
け
り
」
（１
９
０
０
年
）

と
詠
ん
だ
よ
う
に
、
山
桜
が
メ
イ

ン
で
す
。
古
代
か
ら
詩
歌
に
詠
ま

れ
て
き
た
の
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で

は
な
く
山
桜
で
す
。
小
金
井
は
、

山
桜
の
伝
統
を
守
っ
て
き
た
と
言

え
ま
す
。

　

「蕪
な
が
ら
咲
け
り
」
は
後
れ

を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

　　

ぬ

花
を
愛
で
る
こ
ま
や
か
な
感
性
に

お
い
て
も
多
糠
性
が
樽
霞
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（武
蔵
野
大
教
授
、
む
さ
し
野
文

学
館
館
長
・土
扇
認
）

過
去
の
連
載
は
、
読
売
新
聞
オ

囲
ｚ

１

　

ン
ラ
イ
ン
で
お
読
み
い

Ｗ

　

・
た
だ
け
ま
す
。
ス
マ
ー

回

　

回

ト
フ
オ
ン
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。
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